
ーマ マ ー温幽包

大
班
同
年
六
月
三
十
一
回
第
三
種
開
催
物
語
可
(
毎
月
-
町
一
日
置
行
)

蝿

梼

省

軍

第

一

一

一

ず

八

窃

粛

一

国

E
E
L
-
h
E
E
E町
」
ー
一
一

一
中
間
一
一
一
一
記
念
論
文
集

京
都
一
帝
岡
大
血
中
経
済
陽
子
曾



昭
和
九
年
一
月
一
日
護
行

系?霊

済

言命

叢

第
三
十
入
巻
第
一
-
披

(
通
巻
第
二
百
二
十
三
張
。
禁
縛
戟
)



奉

E1 
~-

山

本

美

越

乃

先

生

執

筆

者

一

同
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目

ヨた

向
書
の
虞
夏
書
に
見
は
れ
た
る
経
済
忠
細
山

摘
の
一
尋
費
に
就
き
て

7
l
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理
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中
央
銀
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先
換
準
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検
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貨
常
需
要
と
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植
民
地
時
代
米
園
の
土
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保
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米
闘
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免
税
駒
以
下
の
小
額
所
得
者

絞
皆
撃
の
基
礎
概
念
た
る
資
本
、
企
業
及
経
替

前
界
科
閣
で
に
ー
此
て

漁
村
夏
生
策
に
於
け
る
問
組

人
口
組
密
の
原
閃
献

徳
川
時
代
に
お
け
る
植
民
的
思
想

へ

l
ゲ
ル
市
民
枇
曾
論
と
経
怖
感

恐
慌
と
蓄
積
と
杭
氏

北
海
道
腕
漁
業
に
現
存
の
漁
揚
賃
貸
併
剛
係

我
闘
に
於
け
る
植
民
政
策
阜
の
発
注

ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
に
就
い
て

山
本
美
越
乃
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
録

経
済
早
博
士

師
川
崎
円
皐
博
士

時
時
内
事
博
士

結

滞

感

士

松

野

間

士

経
時
間
早
博
士

経
済
皐
樽
士

料
消
県
博
士

終
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同

問

中

士

邸
何
時
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四
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十
士
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事一，
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Jレ

ク

ス

正〉
弓刀
向也、

識
論
原
理

(
ア
オ
イ
エ

戸
バ
ツ
』
に
闘
す
る

471.七
ン
に
於
け
石
)

斗ミ

回

庄

).( 

『
ハ
ド

白
民

官
H

M

4

J

内

p

a
r
-
-
d恒

最古

Jj1: 

fiii 

第
一
一
ア

l
ゼ
の
考
察
、
第
一
一
一
節

〉

7
Z
E
E
2
1
と
~
乙
〆
-NE
一Z
E
-
-
と

FJ
よ
E
P
F
5
5
5

第
四
節

第

E
〉

z
t
t
I
R
I
-
-
-

J
U
E
ι
刷
卦
印

U
1凶
作

川

並

グ

t
H
少
J
辛

知
靖
国
4

咽

vnMV

叫
訓
町
宙
炉

事It

æ~~i 

エ
ン
ゲ
凡
ス
が
千
九
百
八
十
九
年
に
皐
行
本
井
一
し
で
山
山
版
せ
る

J
Z
7ご
に
士
王
子
主
一
:
=
己
角
一
号
〉
王
宮
J
L
2
7
r
z
z
n
r
S
L
2
-
m
n
r
s
句

E
F

三
LMZ
の
附
銭
と
し
て
、
始
め
て
公
に
せ
る
フ
オ
イ
ー
ル
パ
ツ
ハ
に
閥
ナ
る
マ

1
ル
ク
ス
の
テ

1
ゼ
ン
は
、

7
1
ル
ク
ス
主
義
者
の
立
場

ι
r
b
見
れ

ば
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
同
書
の
緒
二
一
一
口
出
ー
に
湛
べ
て
忌
る
知
〈
に
、
「
上
九
れ
の
中
に
は
新
世
界
観
の
街
倒
的
な
芽
が
合
ま
れ
て
居
"
。
最
一
一
仰
の
文
書
4
し
て
甚

だ
貴
重
な
る
も
の
L
で
あ
る
こ
と
は
-
E
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

7
1
ル
ク
之
宅
義
者
で
た
〈
し
ご
縄
問
千
問
的
に
マ

l

ル
ク
ス
主
義
の
諸
理
論
を
論
究
し
、

其
の
奥
義
を
究
明
し
批
州
せ
ん
と
ナ
る
も
の
に
あ
り
で
も
、
同
テ
ー
ゼ
ン
は
マ

l
ル
ク
ス
主
義
の
起
源
及
び
賛
達
を
詳
し

f
探
究
す
る
資
料
と
し
て

重
要
な
る
文
書
で
あ
る
に
止
宜
、
b
ず
、
マ

1
ル
ク
ス
白
身
の
民
意
を
深
〈
了
解
ナ
る
得
め
に
も
甚
だ
肝
要
な
る
文
書
で
あ
る
。
骨
ほ
同
テ

1
ぜ
ン
は

其
後
千
九
百
二
十
六
年
三
宮
口
目
玉
に
よ
ヲ
亡
宮
ヨ
ネ
R
z
n
i
a
〉
z
-
E
J
H
・
】
百
戸
《
-
の
中
に
、
叉
千
九
百
三
十
二
年
旨
}
C
E
P
7
4
に
よ
り
て
冨
P長
岡
山

当
主
聞
の

2
2
Z
5
2
F
L山

zm〉
一
是
正
晃
司
『
}
伊
豆
田
の
附
録
中
に
、

7
1
ル
ク
λ

自
身
が
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
中
に
害
曹
附
け
て
置
い
た
主
λ

に
公

に
さ
れ
て
足
る
か
ら
、
今
日
で
は
吾
々
は
同
テ

l
ぜ
ツ
を
一
一
唐
十
分
に
研
究
す
る
慌
宜
を
輿
へ
ら
れ
て
居
る
。
併
し
松
は
木
論
文
に
於
で
は
、
同
テ

ー
ゼ
ン
十
一
ケ
傑
全
憶
を
考
究
せ
ん
と
す
る
の
で
な
〈
、
同
ハ
第
二
テ

1
4
J
h
於
て

7
1
ル
ク
ス
が
ふ
一
一
日
逃
し
て
居
る
彼
白
認
識
論
の
原
理
に
就
て
、
彼

の
認
識
論
の
真
義
を
タ
し

f
論
九
九
し
て
見
た
い
r

と
思
ふ
だ
け
で
あ
る
。

H
E
れ
同
テ
ー
ゼ
に
於
て
マ

l

ル
ク
ス
が
向
か
ら
吉
漣
し
て
居
る
彼
の
認
識
袖

マ
I
ル
ク
ス
白
認
識
論
原
理

凶



マ
l

ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

，，，/ 

L
Z

巧
=
E
E
Z
Z
P
及
び
『
b
L
Jご
閃

印
ち

Y
T
ル
ク
ス
主
義
唯
物
論
哲
阜
の
入
門
室
町
と
も
、
受
或
意
味
、
で
は
経
典
の
如
誉
も
の
と
も
見
徹
さ
れ

て
居
る
廃
の
、
哲
撃
上
エ
ン
ゲ
ル
ー
の
最
と
も
重
要
な
る
著
書
の
中
に
論
漣
し
て
認
識
論
、
井
に
其
等
の
著
書
に
従
ふ
て
レ

1
一
一
ン
が
公
に
せ
る
彼

自
哲
畢
上
白
最
大
著
書
官
号

E
-
E
E
U
E品
開

5
1
2目同
E
E
r
E
5
に
於
て
諸
家
の
説
を
排
撃
し
駕
倒
L
ヨ
ム
論
法

L
亡
法
る

7
1
ル
ク
ス
主
義

認
識
論
と
は
、
異
な
れ
る
意
味
に
解
耀
し
得
、
b
れ
る
も
の
、
叉
解
蒋
さ
る
可
号
も
の
と
忠
は
れ
る
の
で
、
な
は
か
ね
て
同
テ

1
ぜ
に
就
て
大
に
興
味

を
感
じ
、
叉
之
を
大
に
軍
一
事
、
脱
し
て
一
活
る
か
、
b
で
あ
る
む
予
勺
一
し
て
早
く
か
ら
同
テ

l
ぜ
に
就
て
一
諭
」
〈
を
書
い
て
見
た
い
と
思
ひ
た
が

b
、
回
目
時

折
に
私
む
講
義
中
で
一
寸
鮒
れ
る
く
ら
ひ
に
』
ま
づ
て
尼
た
の
で
あ
る
が
、
本
年
春
、
米
凶
ニ
ュ

1
・
ヨ
ー
ク
大
身
哲
m
p
助
教
授
三
二

5
2
z
z
f
J副

会
に
せ
る
著
書
、
F
3
4
-
L
Z
Z弓
〔

Z
J
A
F
m
E
z
-
-
D問

L
Pニ
ζ
「

f
M

の
中
に
、
主
と
し
で
第
一
一
一
フ

1
ゼ
に
よ
り
で
、
ヲ
ー
ル
ク
λ

自
身
め
認
識
論
J

-
Y
M

んス
M
A
び
レ

1

一
シ
の
認
識
論
」
山
道
県
二
台
論
叶
止
と
〔
一
応
る
の
を
見
で
、
此
の
刑
制
H
h
闘
す
る
取
の
興
味
ト
九
人
如
九
円
山
川
主
U
U

此
践
に
山
木
教

授
の
還
暦
紀
念
披
i

と
し
て
本
就
が
公
に
さ
れ
る
に
常
う
て
、
此
の
一
小
論
文
を
寄
稿
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

H
H
n
司
ロ

間
口
問
符
ヨ

ロロ
r
=回一山
ω

C
E
r
z一
旦
百
時

}
リ
作
宮
作
吋

r
n
u
n
r
z
z
L
h
r
z
m
F
U
P
3
m
Lぬ円

の
民
義
は
、
エ
ン
ザ
ル
ス
が

}乙
h
5
u
-
z
n
Z
の
ロ
品
z
-
Z
R
H
F
2
】
H
v
F
-
7
5
0
]
》一】一向、

第
二
節

第
で
す

l
ゼ
の
考
察

在
は
前
節
緒
言
中
に
述
べ
し
如
〈
、

本
論
文
に
於
て
は
只
第
二
一
ア

1
ゼ
に
於
げ
る
マ

1
Y
グ
ス
の
認
識
論
の
根

本
原
理
の
異
義
を
、

少
し
く
考
究
し
て
見
た
い
と
恩
ふ
だ
け
で
あ
る
が
、

併
し
実
の
異
義
を
究
明
す
る
潟
め
に
は

先
づ
第
一

-
7
1
ぜ
を
考
察
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
忠
ふ
。

是
れ
私
は
第
二

-
7
1
ゼ
の
畳
一
義
は
第
一
-
ア

l
ゼ
の

異
義
と
照
ら
し
合
せ
る
こ
と
仁
よ
り
て
、
始
め
て
十
分
に
究
明
し
得
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
第
一
ア

l
ゼ
に
於
て
は
マ

l
y
グ
ス
は
、
従
来
の
一
切
の
唯
物
論
は
只
直
観
す
る
だ
け
の
、

或
は
只
観
照
す

る
だ
け
の
受
働
的
な
唯
物
論
で
あ
る
に
止
ま
る
も
の
と
し
て
之
な
非
難
し
、

そ
う
し
て
新
た
に
寅
践
的
な
唯
物
論

を
建
設
せ
ん
と
す
る
主
志
を
簡
軍
に
言
越
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

其
の
全
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。



「
一
切
の
是
れ
ま
で
の
唯
物
論
(
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
の
も
一
緒
に
含
め
て
)
の
主
要
な
ろ
検
知
は
、
封
象
、
現
賢
一
態
、

成
性
が
只
客
観
の
或
は
直
視
の
形
式
の
下
で
把
捉
さ
れ
る
以
〕
げ
に
止
ま
り
、
戚
性
的
に
人
間
的
で
あ
る
活
動
、

賞
践
と
し
て
は
、
主
観
的
に
は
把
捉
さ
れ
て
居
な
い
と
一
五
ふ
こ
と
で
あ
る
。
き
れ
ば
活
動
的
方
面
は
唯
物
論
と

は
反
割
に
、
抽
象
的
に
.
観
念
論
ー
ー
一
エ
ふ
ま
で
も
な
〈
現
質
的
、
成
性
的
活
動
そ
あ
る
が
ま
〉
の
も
の
と
し

て
は
知
識
し
て
居
な
い
薩
の
|
|
に
よ
り
て
後
展
ぎ
れ
た
の
で
あ
る
。

ア
示
イ
エ

Y
バ
ヅ
A

は
戚
性
的
な
|
|
4

思
想
客
観
(
思
想
事
物
)
か
ら
現
賓
に
阪
別
さ
れ
た
る
客
観
(
事
物
)
を
欲
求
し
て
居
る
。
併
し
彼
は
人
間
的
活
動
実

物

ar封
象
的
活
動
と
し
て
は
把
挺
し
て
居
な
い
。
ざ
れ
ば
彼
は
基
品
目
散
の
本
質
に
於
で
は
、
只
理
論
的
態
度
の

一昨
df
純
一
川
一
じ
人
間
的
な
鵡
肢
と
し

τ考
蝶
す
る

rり
に
止
、
り
、
え
れ
に
反
し
て
賢
肢
は
只
犬
れ
の
械
な
い
猶

太
的
現
象
形
式
に
於
て
把
捉
さ
れ
、
固
定
さ
れ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
革
命
的
活
動
、
賞
践
的
批

判
的
活
動
を
理
解
し
て
居
な
い
」
。

富
山
『
日

1
問
=
ね
巾
一
切
の
町
田
町
戸
同
百
円
山
口
出
川
町
山

σ
P
H出
『
羽
門
司
〉

E
2
7
5
m門
司
国
同
三
一
山
・

ω
山
一
川
凶

右
の
マ

I
Y
ク
λ

の
よ
一
豆
地
は
甚
だ
簡
撃
で
め
る
が
、
哲
率
史
上
か
ら
考
察
す
る
と
、
業
の
真
理
憤
値
如
何
ば
別

と
し
て
も
、
甚
だ
興
味
め
る
公
園
を
表
示
す
る
も
の
に
し
て
、
大
な
る
哲
皐
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
は
れ

る
。
併
し
此
慮
で
ほ
実
意
義
全
躍
に
亙
つ
で
考
察
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
第
ニ
-
ア

1
ゼ
の
奥
義
を
了
解
す
る
魚

め
に
、
特
に
必
要
と
恩
は
れ
る
箱
圏
内
に
於
て
考
察
す
る
だ
け
に
止
め
る
。

今
右
の
一
一
品
遁
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、

7
l
y
ク
ス
が
、
千
八
百
四
十
五
年
項
、
目
疋
れ
ま
で
大
に
影
響
さ
れ
て
居

だ
ア
オ
イ
エ

y
j
ソ

A

を
乗
り
越
へ
て
、

彼
濁
特
の
哲
接
的
立
場
ぞ
始
め
て
確
立
せ
ん
と
金
だ
て
た
際
に
、

j皮
が

マ
l
屯
ク
ス
の
認
識
論
原
理

l'I.J 



7
1
ル
ク
ス
の
認
識
前
原
型

四
四

従
来
の

一
切
の
唯
物
論
に
封
し
て
最
と
も
不
痛
を
戚
じ
た
の
は
、

或
は
夫
れ
の
主
要
な
る
快
賠
と
認
め
た
の
は
、

後
に
エ
ン
グ
戸
λ

が
強
調
し
て
居
た
如
く
、
夫
れ
の
器
械
論
的
、
器
械
主
義
的
方
面
で
は
な
く
し
て
、
夫
れ
の
庇

観
的
、
観
照
的
な
方
面
で
め
っ
た
こ
と
、
か
く
て
彼
が
新
た
に
建
設
せ
八
と
す
る
彼
濁
特
の
新
唯
物
論
の
根
本
的

特
徴
と
し
て
、
彼
自
身
が
先
づ
特
に
強
調
せ
ん
と
し
た
の
は
、
彼
の
新
唯
物
論
は
枇
州
諸
法
論
的
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ

と
で
は
な
〈
し
て
、
賢
肢
主
義
的
で
め
ぷ
l
i
f山
P
A
P
L
J

で
め
っ
仁
↑
」
と
が
、
推
察
3
れ
る
の
で
め
る
。
ぞ
う
し

τ

此
日
慌
に
彼
が
従
来
の
一
切
の
唯
物
論
、
桜
町
唯
物
論
は
直
観
的
、
制
叫
間
川
崎
で
あ

J?と
し
て
非
難
し

t
屑
ら
の
は
、

ま
り
夫
れ
は
人
聞
か
げ
}
本
来
受
働
的
な
存
在
で
め
る
ー
と
認
め
、
人
間
の
本
来
の
能
働
性
或
は
能
働
的
活
動
性
を
認
め
一

な
い
、
或
は
洞
見
し
て
居
な
い
が
潟
め
一
で
あ
り
、
又
彼
の
新
唯
物
論
が
賓
践
的
で
め
る
こ
と
そ
大
に
強
調
し
て
居

る
の
は
、

つ
ま
り
夫
れ
は
人
間
の
本
来
の
能
働
性
或
は
能
働
的
活
動
性
を
根
本
的
に
重
要
叫
す
る
こ
と
合
意
味
し

て
居
る
と
思
は
れ
る
。
此
の
事
は
彼
が
第
三
-
ア

1
ゼ
の
中
に
、

「
園
墳
の
麗
化
及
び
数
育
に
関
す
る
唯
物
論
的
皐

設
は
、
国
境
が
人
間
に
よ
り
て
盤
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
及
び
敷
育
者
自
身
が
散
育
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
左

を
忘
れ
て
居
る
」
と
遮
ぺ
て
居
る
の
を
見
て
も
明
白
で
め
る
主
思
ば
れ
る
υ

要
す
る
に
マ

1
Y
グ
ス
は
従
来
の
一

切
の
唯
物
論
は
、
本
来
受
働
主
義
で
あ
る
と
認
め
て
之
を
排
斥
し
、
そ
う
し
て
唯
物
論
を
能
働
主
義
、
活
動
主
義

〉

E
5
2
5

或
は
活
動
主
義
的
に
解
稗
し
、
以
て
一
の
活
動
主
義
的
唯
物
論
代
田
口
弘
h
Z
E
Z
R
F

に
結
び
附
け
、

昌
弘
m
コ山一一日

-E出
或
は
一
の
唯
物
論
的
活
動
主
義
口
一

==Er--z一E
一
三
百
〉

E
5
2
5
と
耕
せ
ら
る
可
き
一
の
新

し
き
哲
皐
を
、
建
設
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
向
ほ
彼
は
哲
墜
に
於
て
、
如
何
に
能
働
主
義
、
活
動
主
義
を
重
要



視
し
た
か
は
コ
第
十
一
一
ア

l
ゼ
に
於
て
、
「
哲
皐
者
は
世
界
を
只
種
々
に
解
梓
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
肝
要
な
る
は

世
界
を
麗
化
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
居
る
こ
と
に
よ
り
て
察
知
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
在
は
哲
亭
史
上
に

於
け
る
マ

1
Y
ク
ス
特
有
の
意
義
は
、
即
ち
主
(
の
唯
物
論
と
能
働
主
義
或
は
活
動
主
義
と
を
結
合
し
融
合
せ
ん
と

し
だ
貼
に
於
て
、
認
め
ら
る
可
き
ち
の
と
考
へ
て
居
る
。
是
れ
哲
皐
史
上
に
於
て
、
古
来
唯
物
論
哲
準
は
一
般
に

本
来
受
働
主
義
的
な
も
の
と
し
て
、
印
ち
人
間
を
本
来
受
働
的
な
ち
の
と
見
る
も
の
と
し
て
建
設
き
れ
、
費
達
し

て
居
り
、
之
れ
に
反
し
て
能
働
主
義
、
活
動
主
義
郎
4

り
人
間
営
本
来
能
働
的
活
動
的
な
も
の
と
見
る
見
地
は
、
常

に
概
念
諭
哲
準
に
附
着
し
て
、
成
は
夫
れ
の
中
に
含
ま
れ
て
後
達
し
て
居
だ
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
今
棺
働
主
義
、

一
時
勤
主
義
な
概
念
総
哲
師
向
上
か
ら
切
hJ
離
し
て
、
よ
Jγ

唯
物
論
折
口
ゆ
一
い
結
ぴ
附
け
、

始
め
て
ん
位
識
的
計
責
的
に
、

の
活
動
主
義
唯
物
論
或
は
唯
物
論
的
活
動
主
義
哲
皐
ぞ
建
設
せ
ん
L
」
し
た
人
は
、
買
に
マ

I
M
F
ク
ヌ
で
あ
る
と
思

は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て

?
1
Y
ク
ス
が
千
八
百
四
十
五
年
頃
か
ら
新
た
に
建
設
せ
ん
と
金
だ
て
始
め
た

彼
濁
特
の
哲
由
学
の
根
本
的
主
回
悶
は
、
活
動
主
義
を
概
念
論
か
ら
間
半
び
、
し
か
も
之
を
観
念
論
か
ら
初
旬
離
し
て
、

唯
物
論
に
結
び
附
け
る
こ
主
で
あ
っ
た
と
云
ふ
と
と
法
、
上
に
遜
ペ
し
第
一

-
7
1
ぜ
の
中
に
も
明
か
に
指
示
さ
れ

て
居
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
彼
は
其
の
中
に
「
き
れ
ば
活
動
的
方
面
は
唯
物
論
と
反
封
に
、
抽
象
的
に
概
念
論
に

上
り
て
愛
展
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
一
五
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
。

な
は
右
に
述
べ
し
如

t
に、

一、
l
y
ク
ス
、
は
彼
の
新
唯
物
論
の
創
設
の
始
め
に
、
第
一
次
的
一
人
最
と
一
色
重
要
蝿

し
て
屑
た
の
は
、
賓
践
的
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
、
能
働
主
義
的
、
活
動
主
義
的
で
あ
る
L1
二
ぷ
ふ
こ
と
で
あ
つ
だ
と

7
1
レ
ケ
九
円
認
識
論
原
理

PLl 
3i 



ず

l
ル
ク
ス
の
引
都
議
論
原
理

考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
の
彼
の
曲
学
設
の
後
展
に
於
て
も
、
彼
の
最
中
心
的
思
想
は
ヤ
A
P
貰
践
の
思
想
、
活

動
主
義
の
思
想
で
あ
つ
に
と
思
は
れ
る
。
そ
う
し
て
マ

l
戸
ク
ス
主
義
唯
物
論
の
最
根
本
的
特
質
を
耕
一
読
法
論
的

で

Jめ
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
於
て
認
め
ん
と
す
る
見
解
は
、

マ
1
Y
ク
ス
自
身
の
見
解
で
あ
る
よ
し
り
は
、
虫
干
ろ
エ
ン
グ

Y

ス
の
見
解
で
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
岡
山
は
れ
る
ο

と
一
百
ふ
も
放
は
決
し
て
ア
l
y
グ
ス
は
排
読
仲
間
か

l
-

重
要

刺
し
て
舟
な
か
っ
に
と
考
へ
品
の
で
な
い
。
只

7
1
Y
ク
只
自
身
め
唯
物
論
に
於

τは
、
耕
謂
訟
は
如
何
に
重
要

円肥

L

B

叩コニ

布

山

開

封

~

/

，

L
云
t
t
』

F
I
t
-
L
7
L
唱

b

j

町川

l
i
t
-

ー

:

た
L
土
ー
た

l
J

〔
皮
]
寺
勺

'E勿
九
明
、
}

1

」
良
正
甘
完

t
k才

P
E
d
e
-
同

r-JrcJh.d

工
A
n
l
t
-
v
p
f
J
I
b
i〆
/
し
昨
中
一
古
心
有
木
オ
J
H
百
七
F
N
4
，

q
、4
h
H
R川賞一

!
1
L凋

v
l
T

〈
、
其
の
最
根
本
的
或
は
中
心
的
原
理
と
し
て
の
賓
践
或
は
活
動
主
義
の
原
理
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要

脱
さ
れ
て
居
た
の
で
め
る
と
考
へ
る
だ
け
で
あ
る
。
怖
は
私
の
見
る
所
で
は
(
夫
れ
は
訣
ヲ
て
居
る
か
も
知
れ
な
ν
と
、
守

1
Y
ク
ス
が
意
識
的
計
董
的
に
、
質
陵
或
は
活
動
主
義
と
耕
護
法
と
を
結
び
附
け
、
賓
肢
と
は
卸
ち
燐
読
法
的
活
動

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
式
ふ
様
に
A

ヅ
キ
リ
解
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
早
く
と
も
千
八
百
五
十
年
代
の
中
頃

以
後
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
c

か
く
云
ふ
は
少
し
大
騰
す
ぎ
る
推
察
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

と
に
か
く
在
は

?
1
Y
ク
ス
は
新
唯
物
論
を
建
設
し
始
め
た
頃
に
は
、
ま
だ
賞
践
と
解
読
誌
と
の
聞
に
必
然
的
連

結
が
存
立
し
て
居
る
と
は
A

ヅ
キ

y
見
定
め
て
は
居
な
か
っ
に
の
で
、
後
に
至
っ
て
某
の
蓮
結
を
川
ヅ
キ

P
見
定

め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
左
推
察
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

ら
、
只
極
簡
単
に
業
の
一
般
を
述
べ
る
だ
け
に
止
め
る
。

此
慮
に
其
の
理
由
を
詳
し
〈
述
べ
る
暇
は
な
い
か

マ

1
ル
グ
ス
は
千
八
百
七
十
二
一
年
に
出
版
さ
れ
た
資
本
誌
第
一
巻
第
二
版
め
緒
ι

一
日
中
に
ご
私
は
殆
ん
と
=
一
十
年
前
、
へ

1
ゲ
凡
の
耕
訴
訟
が
主
だ



時
の
流
行
で
あ
づ
た
頃
に
、
夫
れ
の
紳
秘
化
す
る
方
面
を
批
判
門
し
た
」
と
遊
べ
で
居
る
c

そ
う
し
て
千
八
百
七
十
一
一
一
年
か
ら
殆
ん
E
一
ニ
十
年
前
と
云

へ
ば
、
千
八
百
四
十
二
一
、
四
年
頃
に
常
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
千
八
百
山
十
一
一
一
年
三
月
か
ら
へ
月
主
で
に
主
Z
C
下
し
て
置
い
た
と
云
は
れ
る
穴
コ

zf

L
Z
ロ
ぷ
喜
子
2
2
2
t
z
n
r
t
白
中
に
、
明
か
に
へ

l
ゲ
ル
の
排
治
法
の
紳
秘
化
す
る
方
町
即
ち
概
念
論
を
批
列
し
、
且
つ
賞
際
上
観
A
T
J

排
詩
法

を
現
質
排
設
法
令
合
な
唯
物
地
叶
法
法
に
怖
開
化
し
て
遅
川
川
ナ
る
跡
を
一
示
し
て
治
る
。
叉
千
凡
百
四
十
四
年
白
濁
例
年
誌
中
の
論
文
N
g『
】

内

E
P
P
M
-
P
民
一

1

2
z
g
-
u
n
z
r
司
一
ロ
7
5」
L
E
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
c

品
川
ほ
千
九
百
三
十
一
年
に
と
=
-
2
F
E
Z
戸
ヨ
2
ι
F
U
Z
E
2
5
5
に
於
て
、
叉
千
九
百
三

十
二
年
、
Z
E
戸
戸
何J

ヨ目鳴何乙-『ω
【

C
U
2己E戸

《rH円内必町内己}rα
品包n巳Jr戸百己内日同口Mニ』t}』
5正p乙戸

ιι「戸一-rハロE同ロM己《L戸ニ同
7》

Y
一固=圃口-TR=叫抗2m2つ♀}dL主}r王戸=2圃1伶ご-=三『=一寸
zvお何守三司-r叫=ωEE口三一
τ三
)
込
-
に
で
は
、
彼
は
A今j
日
主
で
に
公
に
さ
れ
た
彼
の
著
作
中
で
、
直
接
に
へ
'
ゲ
ル
隣
説

法
の
紳
秘
化
す
る
方
面
、
印
ち
概
念
論
叶
方
百
士
円
前
と

4
詳
し
く
批
判
門
L
て
成
る
(
未
完
戒
で
は
恥
る
が
)
。
更
に
千
三
自
四
十
丘
年
に
一
出
版
さ
れ
た

が
、
併
し
祝
に
F
へ
白
凶
十
問
ん
干
の
弘
、
に
書
き
上
げ
ら
札
て
は
杭
た
と
一
五
は

ι
る
ウ
E
T
Z
-
問
。
H
-
2
回
目
己
目
に
於
て
d
旬
、
へ
1
ゲ
ル
の
観
念
論
は
深
刻

に
批
州
ぎ
れ
て
計
る
。
裂
す
?
の
に
ず
ん
ク
ス
は
資
本
論
第
一
容
第
二
版
の
渚
百
巾
に
湛
t
て
服
る
知
〈
、
千
ヘ
百
川
十
一
口
、
四
年
頃
に
は
へ
1
ゲ

ル
併
設
伝
の
神
秘
化
ナ

-OJh
刷
、
即
ち
帆
叫
念
論
的
方
-
川

h

ゲ
宇
佐
ん
に
批
山
内
し
ぞ

JA
た
一
円
t
b
h
b
o
向
王
丸
貧
際
上
で
は
へ

J
V
ル
隣
諸
法
的
「
合
瑚
川

出
品
髄
」
を
洞
見
し
、
概
念
弊
護
法
を
唯
物
由
開
設
法
に
捕
略
化
し
て
運
用
し
て
民
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
併
し
耕
詮
法
的
方
法
と
し
て
概
念
耕
説
法
を

唯
物
排
詮
法
に
改
泣
す
る
方
法
論
的
或
は
論
哩
撃
的
理
論
に
枕
で
は
、
意
識
的
計
芸
的
に
は
ま
だ
全
く
論
漣
し
て
局
た
い
と
思
は
れ
る
。

へ
ー
ヂ
ル
緋
詮
法
に
封
ず
る
7
1
b
グ
入
の
同
僚
な
態
度
は
、
更
に
彼
の
千
八
百
四
十
五
年
及
び
凶
十
六
年
間
の
著
作
に
於
て
屯
見
出
さ
れ
一
由
の

で
あ
る
が
、
周
年
間
白
著
作
に
於
て
先
つ
法
目
す
可
曹
は
.
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
闘
す
る
テ
1
ぜ

y
及
び
C
E
ι
2
t
n
Z
T
Z
己
認
目
中
の
フ
才

イ
孟
ル
バ
ッ
ハ
論
に
於
て
は
、
彼
は
排
詮
法
と
一
五
ふ
請
を
一
度
も
用
ひ
て
居
た
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
り
=
P
E
R
Z
E
E
{
C
町
四
仰
の
他
の
諸

部
分
に
於
て
も
彼
は
排
設
法
に
就
て
は
別
に
論
じ
て
局
な

ν
、
叉
時
に
折
り
夫
れ
に
論
及
す
る
場
合
に
は
、
ャ
ハ
リ
ロ
(
廿
去
の
概
念
論
的
方
面
を
排
斥

す
る
だ
け
に
止
ま
う
て
居
る
。
倫
ほ
此
の
問
題
に
闘
し
て
、
早
い
時
代
の
彼
の
著
作
中
最
と
も
注
意
す
可
き
も
の
と
思
は
れ
る
の
は
、
千
八
百
四
十

七
年
の
著
作

-
b
】
訂
正
目
音
吉
辛
子
宮
ち
百
第
二
字
、
第
一
節
、
「
刀
法
L
で
あ
る
が
、
(
但
し
其
慮
で
マ

l
ル
ク
ス
は
へ

I
ゲ
ル
の
排
詮
法
を
経

済
撃
に
謄
用
し
て
、
新
し
曹
経
滞
率
、
或
は
マ

l
ル
ク
ス
の
一
一
ム
ふ
「
経
済
撃
の
形
而
上
早
を
建
設
せ
ん
と
ナ
る
プ
ル
1
ド
ン
の
方
法
を
、
詳
し
〈
又

深
刻
に
批
列
し
て
居
る
の
で
あ
る
)
夫
れ
に
よ
り
て
耳
目
人
は
7
1
ル
ク
ス
は
プ
ル
1
r
ン
と
は
異
な
っ
て
、
へ
1
ザ
ル
排
詮
法
皇
刀
法
的
論
理
的
民

髄
を
深
く
了
解
し
て
居
た
こ
と
、
叉
プ
ル
1
1
ン
は
其
の
真
髄
を
誤
解
或
は
曲
解
し
て
目
的
る
左
云
ふ
彼
の
批
剣
の
正
営
で
あ
る
こ
と
を
皐
ぶ
の
で
あ

る
が
、
併
し
へ
ゲ
ル
排
詮
法
其
物
に
彼
の
加
へ
て
居
る
批
列
は
・
ヤ
ハ
リ
其
の
概
念
論
的
方
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
彼
は

7
1
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

四
七



マ

1
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

同
i¥. 

左
の
知
〈
に
論
じ
で
居
る
だ
け
で
あ
る
。
「
か
〈
て
へ

1
バ
ケ
ル
に
あ
り
で
は
、
生
起
せ
る
叉
宵
ほ
生
起
す
る
総
て
の
も
の
は
、
主
さ
し
く
彼
向
阜
の

岡
山
惟
の
中
に
起
る
世
胞
の
も
の
で
あ
る
。
か
〈
で
同
胞
史
の
哲
撃
は
只
哲
血
干
の
廃
史
、
づ
ま
り
ぽ
只
彼
向
身
の
哲
皐
の
隔
地
史
に
外
な
ら
向
。
時
間
の
順
序

に
従
ふ
て
の
廃
市
民
た
る
も
の
は
全
〈
存
在
せ
ず
、
口
(
車
に
理
性
に
於
け
る
観
念
の
継
起
が
存
在
す
乙
だ
け
で
之
乙

v

へ
l
v
凡
は
問
仙
沼
円
運
動
を
手

段
と
し
て
世
界
を
構
成
し
得
る
と
信
ん
じ
で
早
川
る
。
併
し
彼
ほ
ロ
ハ
各
人
目
頭
の
中
に
£
る
思
想
を
組
織
的
に
組
み
換
へ
、
問
問
刑
判
的
方
法
に
従
ふ
て
分

類
し
て
居
る
だ
け
に
過
U

守
な
い
の
で
あ
る
。
」

扶川、
b

ば「、

1
ル
ク
ス
山
下
、

へ
1
ゲ
ル
排
諸
法
む
論
理
的
方
法
的
民
怖
を
守
概
念
論
的
基
礎
か
ら
切
り
離
[
、
唯
物
論
の
基
礎
の
上
に
唯
物
排
説
法

と
L
て
、
意
識
的
自
意
的
に
円
ツ
キ
リ
裂
き
ょ
げ
ん
と

7
る
に
至
ヲ
た
の
は
何
時
開
で
あ
、
七
、
ヮ
か
c

そ
れ
は
宅
戸
分
彼
百
千
八
百

κ
十
九
年
に
ふ
九
に
せ

る
著
作
子
一
一
h
=
-
P
A
目立

t
E
E
L
-
2
二

v

一こさ
E
E
を
惟
備
L
つ
L

あ
っ
た
頃
で
あ

b
7
k
m
u
は
れ
る
O
L
f

云
ト
釣
は
、
役
は
悶
舎
の
椛
備
山
地
妙

1
ツ
泊
め
る
こ
と
れ
一
エ
ツ

μ

山
ス
に
、
寸
山
知
v

一一仁川
ψ

千
八
一
山
一
千
寸
ハ
年
一
月
J
L

例
日
附
付

czr倒
ゅ
に
定
め
如
〈
匙
ベ
マ
が
る
め
ら
町
、
正

Z
V
「
本

書
の
仕
上
白
方
法
に
就
て
は
、
僕
が
偶
然
な
こ
と
で
令

~
E
5
5
F
が
も
と

-
r
f
E
E
が
所
蔵
し
て
活
た
へ

1
ザ
ル
の
著
作
数
冊
を
見
附
け
て
、
僕

に
贈
物
と
し
て
一
送
づ
て
く
れ
た
可
へ

1
ザ
ル
の
論
理
撃
に
再
び
目
を
遁
し
た
こ
と
が
僕
に
大
場
役
に
す
一
っ
た
。
若
L
何
時
伽
か

L
Z
仕
事
に
一
再
び
カ

を
法
円
、
時
が
〈
る
な
ら
ば
、
僕
は
へ

1
ザ
ル
が
授
見
し
た
が
、
併
し
同
時
に
紳
秘
化

L
て
什
舞
ふ
た
方
法
に
於
け
る
今
理
的
真
髄
を
一
一
三
印
刷
会
祇

に
書
き
上
げ
て
、
一
般
の
人
々
が
理
解
し
得
る
様
に
し
て
見
た
い
と
大
に
喜
ん
で
居
る
o
」

右
の

7
1
ル
ク
ス
空
百
葉
に
よ
り
で
、
五
日
々
は
是
れ
ま
で
へ

l
ヂ
ル
の
排
詮
法
を
批
列
す
る
と
一
五
へ
は
、
率
、
b
夫
れ
の
嗣
制
念
論
的
方
面
即
ち
彼
が

紳
秘
化
ナ
る
方
面
k
解
し
て
居
た
も
の
を
批
判
列
す
る
に
止
ま
ワ
で
居
た
彼
が
、
「
経
済
畢
批
州
」
の
著
作
に
従
事
L
て
居
た
際
に
、
偶
然
な
こ

k
で
(

1
F
L
F
の
論
理
墜
を
再
讃
し
、
方
法
と
し
て
の
緋
詮
法
の
論
理
的
真
髄
を
改
め
て
深
〈
洞
見
し
で
、
之
を
唯
物
論
的
に
改
造
し
、
唯
物
排
詮
法
を
築

奇
上
げ
ん
と
計
室
内
に
努
力
し
て
来
た
こ
と
、
又
夫
れ
が
矯
め
に
一
の
著
書
を
八
位
に
せ
ん
と
す
る
念
願
を
も
起
し
て
来
た
と
と
を
・
撃
び
得
る
の
で

あ
る
。
そ
う
し
て
若
し
其
の
後
彼
が
か
ふ
る
著
害
を
書
き
上
げ
る
時
を
得
た
な
b
ば
、
恐
b
〈
は
其
の
中
に
は
彼
は
唯
物
排
詮
法
の
論
理
由
市
平
或
は
方

法
論
を
、
大
穂
上
に
於
て
な
り
と
も
論
遁

L
た
り
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
ま
だ
彼
の
遺
稿
中
に
か
ふ
る
著
作
の
遺
稿
が
稜
見
さ
れ
た
こ
と
を
聞

か
な
い

D
は
遺
憾
で
あ
る
。

な
は
大
髄
上
右
に
述
べ
し
が
知
号
事
情
に
よ
り
て
、

7

1
ル
ク
ス
は
寅
践
と
誹
詮
法
と
の
必
然
的
連
絡
を
ハ
ヅ
キ
リ
九
定
め
る
に
至
一
ツ
た
の
で
あ

ら
う
か
と
考
へ
で
居
る
の
で
あ
る
が
、
角
ほ
な
は
此
廃
に
随
手
に
注
意
し
て
置
き
た
い
の
は
「
経
済
宰
批
列
吊
版
後
に
於
け
る
、
へ
!
日
ゲ
ル
に
封
ナ

る
7
1
ル
ク
ス
の
態
度
の
端
型
化
し
で
来
た
こ
と

F

叉
彼
に
従
ふ
て
へ

1
ゲ
ル
に
封
す
る
エ
ン
ド
ル
ス
の
態
度
も
麹
化
し
て
来
た
己
正
で
あ
る
。

司、



W 

'̂ 

b
p
b
J
 

ー
ル
ク
ス
は
千
八
百
川
十
三
年
頃
か
ら
フ
オ
イ
ヰ
ル
バ
ッ
ハ
的
影
響
に
よ
り
て
断
然
唯
物
論
に
鱒
向
し
で
以
来
、
へ

1
ザ
ル
に
謝
し
て
常
に
と
一
ツ
亡

居
た
態
度
は
、
街
逸
概
念
論
の
機
化
と

ιで
へ

l
ゲ
ル
哲
撃
を
非
難
し
、
排
斥
ナ
る
反
へ

1
ゲ
ル
的
態
度
で
あ
づ
七
が
、
「
経
済
事
批
列
」
の
準
備
の

際
、
上
に
漣
べ
し
が
知
奇
偶
然
な
事
情
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
由
時
半
を
碍
讃
し
て
、
彼
の
排
説
法
の
所
調
合
理
的
員
髄
を
深
〈
球
ふ
て
以
来
、
へ
!
日
ゲ
ル

に
鵬
到
す
る
右
の
態
度
が
段
々
に
同
由
化
し
で
来
た
と
忠
は
す
9
0

そ
う
し
て
其
の
建
化
は
遂
に
資
本
論
第
一
巻
第
一
一
版
の
緒
詰
巾
に
見
出
さ
れ
る
如
〈

彼
向
か

b
一
件
ぴ
向
分
は
へ

l
ゲ
ル
の
門
人
或
は
問
中
徒
で
あ
る
と
公
一
言
ナ
る
主
?
に
も
主
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
「
然
る
に
忍
が
資
本
論
第
一
巻
を
仕

七
げ
た
ま
ざ
し
〈
共
円
一
頃
で
は
、

A
1
z
γ

教
養
あ
る
何
回
泡
の
牛
平
を
と
っ
て
居
る
、
気
J

ハ
か
し
害
、
不
遜
な
、
横
柄
な
、
凡
荷
な
亜
流
墜
者
逮
は
、
大
師
帽

な

る

モ

ゼ

ス

-
J
h
γ

ヂ
ル
「

l
γ

が
レ

y
シ
ン
グ
の
時
代
に
ス
ピ
ノ
け
ア
を
取
扱
へ
る
知
〈
に
、
即
ち
死
ん
た
犬
と

L
で
〈
}
ゲ
ル
を
取
扱
ふ
て
L
ん

に
得
意
に
な
す
で
居
た
。
き
れ
ば
弘
は
其
の
に
忠
思
案
士
一
ケ
ル
)
内
門
人
或
は
串
徒
で
あ
る
と
白
か
ら
会
討
し
、
そ
う
し
て
償
値
論
の
掌
に
於
て

は
リ
ザ
と
彼
特
有
の
表
現
白
仕
方
を
其
慮
比
慮
で
ま
ね
た
く
む
ひ
で
あ
る
。
但

L
資
本
論
第
一
巻
円
償
値
論
は
同
容
認
一
版
の
緒

L

一
一
一
日
の
始
め
に
、
，

F

ル
ク
ス
が
辿
吋
て
居
1u

庭
に
よ
り
て
も
知
、
口

μ
φ

知
〈
.
「
径
府
川
』
市
平
批
舛
」
に
於
て
大
偶
上
闘
に
論
述
さ
れ
て
法
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て

同
市

Npg・
-
の
一
五
ふ
、
マ

l
ル
グ
ー
の
-
凶
ぴ
、

l
ゲ
ル
ヘ
川
口
541
つ
づ
品
目
】
去
は
、
「
刷
出
泊
四
千
批
州
」
的
準
備
中
に
起
土
る
も
の
で
あ
と
こ
と
オ
察
知
さ

れ
町
一
の
で
あ

4
0
リ

L
P
M内
I

何
回
同
市
H
V

〉

ZZF
ご
と

}gロ
L
-

印
・
ロ
U
N

私
は
大
韓
上
右
に
遁
べ
し
が
如
く
に
考
へ
て
、

「
経
持
率
批
判
」
の
準
備
の
際
に
、

マ

l

y
ク
ス
の
再
び
へ

1
グ

y
J¥  

の

コ一

-2品
ロ
与
に
口
市
川

は
、
彼
が

義
を
探
〈
了
解
し
、

人
間
的
賓
践
と
は
耕
謹
法
的
人
間
活
動
を
意
味
す
る
志
の
と
考
へ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
、
推
察
す
る

偶
然
へ

1
グ

Y
の
論
理
皐
を
再
議
し
た
こ
と
に
よ
り
て
.

ぞ
う
し
て
意
識
的
計
査
的
に
唯
物
排
読
仲
間
を
作
り
上
げ
、

改
め
て
解
説
法
の
異

叉
之
を
寅
践
と
必
然
的
に
結
び
附

けの
で
あ
る
。

却
設
忍
ば
以
上
越
べ
し
如
く
に
、

一、
1
Y
ク
ス
が
千
八
百
四
十
五
年
に
彼
濁
特
の
新
唯
物
論
の
土
憂
を
据
へ
就

げ
た
際
に
は
、

夫
れ
の
根
本
的
特
質
を
賓
践
的
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
、
能
働
的
活
動
的
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
於

て
求
め
た
の
で
あ
る
と
考
へ
、

又
其
の
賓
践
の
思
想
、

能
働
的
活
動
・
主
義
〉
互
〈
2
2
5
の
思
想
を
彼
自
身
明
か

マ
l

レ
ク
ス
の
認
識
論
原
哩

1"1 
九



7
1
ル
ク
ス
白
認
識
論
原
埋

五:

正〉

に
遁
べ
て
居
る
如

t
に
、
観
念
論
か
ら
皐
ん
だ
の
で
あ
る
と
考
へ
.
そ
う
し
て
観
念
論
の
活
動
主
義
の
思
想
を
、

精
神
的
な
る
も
の
か
ら
戚
性
的
な
る
も
の
に
轄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
之
を
樽
来
の
唯
物
論
に
結
び
附
け
、

力、

く
て
貰
践
的
成
は
活
動
主
義
的
唯
物
論
と
か
、
又
は
唯
物
論
的
貿
臨
主
義
戒
は
活
動
主
義
と
か
稿
せ
ら
る
可
草
、

全
く
新
し
き
哲
準
的
一
方
針
を
立
て
た
と
一
百
ふ
こ
こ
が
、
即
ち
彼
の
官
年
史
上
の
特
有
の
志
義
で
あ
る
と
認
め
る

の
で
あ

J

る
。
併
し
夫
れ
と
同
時
に
、

マ
l
w
ク
ス
の
か
〉
る
哲
事
的
新
方
針
に
謝
し
て
哲
啓
上
甚
忙
重
大
な
名
根

本
的
問
題
が
旭
っ
て
九
ろ
と
応
は
れ
る
。
夫
れ
は
印
J
h
タ
ト

r
概
念
論
の
活
動
主
義
の
思
恐
台
、
精
神
的
な
'
の
も

の
か
ら
、

戚
性
的
な
る
を
の
に
蹴
開
化
し
て
唯
物
論
に
結
び
附
け
る
と
し
て
も
、

ぞ
れ
で
果
し
て
全
然
観
念
論
的
要

素
を
合
ま
な
い
純
粋
な
唯
物
論
が
建
設
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
と
一
五
ふ
問
題
で
あ
る
。
併
し
此
蕗
で
特
に
此
の

問
題
念
論
究
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
第
一

-
7
1
ぜ
に
於
げ
る
賓
践
的
唯
物
論
の
最
根
本
原
理
の
言
述
に
閲
し
て

は
哲
拳
上
直
ち
に
か
¥
一
る
問
題
が
呈
出
き
れ
る
と
一
五
ふ
こ
と
を
指
示
す
る
だ
け
に
止
め
、
是
れ
よ
h
先
づ
第
一
-
ア

ー
ゼ
の
異
義
に
従
ふ
て
第
二

-
7
1
ゼ
の
異
義
ぞ
解
揮
し
、
突
に
之
を
批
判
す
る
に
営
っ
て
、
認
識
論
上
か
ム
自
か

ら
呈
出
さ
れ
て
来
る
同
様
な
問
題
を
論
究
す
る
際
に
、
右
一

ω
問
題
を
其
の
中
に
合
め
て
一
緒
に
考
察
す
る
こ
と
し
」

A
1
是
れ
よ
り
、
第
一

-
7
1
ゼ
に
於
て
マ

1
Y
ク
ス
が
新
に
に
建
設
せ
ん
と
せ
る
唯
物
論
の
最
根
本
的
特
質
は
、

質
践
的
主
義
、
能
働
的
活
動
主
義
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
と
認
め
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
従
ふ
て
第
二

4

プ

1
ゼ
に

於
て
彼
が
論
述
し
て
居
る
認
識
論
の
原
理
金
解
稗
ぜ
ん
と
す
る
に
営
っ
て
、
向
ほ
先
づ
考
察
し
て
置
き
た
い
一
間



題
が
あ
る
。
ぞ
れ
は
哲
拳
史
上
に
於
け
る
、
又
現
代
哲
畢
上
に
於
け
る
〉

E
i
s呂
田
と
〉

rFE一E
H
E
と
さ
円

mロ
】
丘
町
E
F
Z
'ど
の
闘
係
で
あ
る
。
併
し
此
の
論
文
の
頁
敷
は
限
定
さ
れ
て
居
る
の
で
、
此
昆
に
此
の
問
題
を
詳
し

〈
論
遁
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
只
営
面
に
必
要
な
る
限
り
に
於
て
、

ほ
ん
の
一
般
的
に
論
避
す
る
だ
け
に

止
・
め
る
。

第
三
節

hvw広
三
国
自
己
固
と

h
v
w
E
P
H
E
5
5
と

M
V
旨
田
岡
田
恒
江
田
自
国
国

ア
ハ
ソ
ヂ
ワ
イ

F
、
J

ァ、

rfぬよ

b
z
q
Z
L古
川

h
a
h
-
5
3
劫

K
定、

干

l
止日
H
T
t
l
I
J
官
日
目
司

t
f古
車
↑
二
当
事

7
hリ

J

7
リ
ズ
J

7

グ
ラ
フ
マ

F
て
ム
に

現
質
主
義
及
び
質
際
主
義
の

一
般
的
概
念

2
、
三
者
の
相
互
聞
係
の

山
肌
1
1
4

・r
L
4
J
T
T川、

a酎
ド
J

d

v

k

p

ス
〆

y
ォ
f
f
一
y

f
ッ
A

に
制
す
り
O

プ
|
ザ
ン
に
於
げ
る
、
7

V

グ

ー

η
胃
俊
拘
粍
防
命

η
騒
役
作

(
a
i
l
l
-
J
7
{

・
7

;

的
特
質
と
、
認
識
論
原
理
と
の
閥
係
を
、
哲
拳
史
的
に
了
解
す
る
一
指
針
止
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
先
づ

活
動
主
義
の
一
般
的
・
概
念
を
謹
べ
て
置
く
。

活
動
主
義
は
哲
準
史
上
又
現
代
哲
準
上
、
現
買
に
は
種
々
様
々
な
形
態
に
於
て
発
達
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
大

瞳
上
か
ら
見
る
も
、
少
な
く
も
形
而
上
準
的
活
動
主
義
、
心
理
撃
的
活
動
宅
義
及
び
一
定
の
文
義
運
動
を
意
味
す

る
も
の
と
し
て
の
文
義
的
活
動
主
義
等
が
、
匝
別
し
得
ら
れ
る
E

ど
思
は
れ
る
が
、
此
慮
で
は
主
と
し
て
形
而
上
曲
学

的
活
動
主
義
に
就
て
少
し
く
述
べ
る
だ
け
に
止
め
る
。

形
而
上
準
的
活
動
主
義
も
賓
際
に
於
て
は
ヤ

A
Y
種
々
様
々
な
形
態
に
於
て
竣
達
し
て
居
る
が
、
ん
ま
(
の
最
と

も
一
般
的
な
特
質
を
抽
き
出
し
て
、
其
の
一
般
的
概
念
を
規
定
す
れ
ば
、
要
す
る
に
夫
れ
は
つ
ま
り
、
精
神
に
於

マ
l

ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

五ー



7
1
ル
ク
ス
町
一
沼
議
論
原
哩

五:

け
る
活
動
要
素
或
は
能
働
的
な
る
も
の
営
特
に
強
制
し
て
、

一
明
の
形
而
上
率
的
問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
哲
皐

的
立
場
或
は
哲
率
的
方
針
を
、
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ひ
得
ら
れ
る
。
向
ほ
此
の
哲
率
的
立
場
或
は
方
針
に

於
て
後
述
し
て
居
る
一
の
著
し
き
特
徴
と
認
め
一
ら
れ
る
も
の
は
、
知
識
及
び
科
撃
は
如
何
に
重
大
な
る
夫
れ
自
身

慣
値
を
具
有
す
る
に
せ
よ
、
決
し
て
絶
劃
的
な
終
極
な
目
的
で
は
な
く
、
つ
ま
り
は
文
化
理
念
及
び
人
調
理
念
を
目

概
'
と
し
て
、
倒
人
的
及
び
一
枇
曾
的
生
活
ぞ
合
目
的
に
形
成
す
る
一

ω子
段
に
外
な
ら
な
い
も
の

E
見
る
見
解
市
?
の

ぐ
っ
し
て
五
日
々
日
哲
郎
史
上
じ
於
「
l

以
此
の
活
動
ト
・
主
義
mw
比
較
酌
に
最
と
も
徹
底
せ
る
代
表
的

i
J
M
L
日
仏
山
争

4
1
u

て
J

。

I
d
l町
、

dM円
ι
4

哲
出
午
者
を
ア
イ
ヒ
テ
に
於
て
見
出
し
、

又
現
代
哲
事
に
於
て
は
之
を
オ
ィ
ケ
ン
に
於
て
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

フ
イ
ヒ
テ
は
倫
理
的
行
魚
は
ま
さ
し
〈
外
界
の
存
在
引
基
礎
に
し
て
、
外
界
は
只
五
日
人
の
義
務
勺
感
受
化
さ
れ
た
る
材
料
に
外
な
、
b

尚
も
の
、
精
紳

的
世
界
は
能
働
的
に
巳
れ
自
か
、
b
築
骨
上
げ
る
も
の
で
あ
る
主
論
じ
、
又
オ
イ
ケ
ン
は
精
州
生
活
は
常
に
己
乱
向
身
か
ら
ん
弛
々
よ
仰
'
高
号
、
現
)
貨
を
按

嶋
一
口
…
仙
一
勺
論
併
し
汎
く
活
動
主
義
的
と
稿
し
得
ら
れ
る
哲
皐
者
ば
、
殊
に
現
代
の
哲
撃
者
の
聞
に
は
甚
だ
多
い
と

思
は
れ
る
。

;火

〉

r門戸冨』岡山
5
5

の
一
般
的
概
念
を
遁
べ
で
置
〈
ο

〉

E
E白
]
2
5
5
は
一
般
に
現
質
設
と
課
さ
れ
て
居
る

を
意
味
す
る
も
の
の
様
に
解
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

が
、
併
し
我
闘
で
は
普
通
に
現
貫
主
義
と
云
へ
ば

m
g
-
5
5目

〉

-
1
5
]
2
5
5
s乞
現
貰
説
と
課
す
る
場
合
に
は
、
業
の
真
意
が
誤
解
さ
れ
易
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
言
葉
に

囚
は
れ
?
に
直
ち
に
其
の
異
意
を
表
示
す
る
矯
め
に
、

之
ど
生
成
主
義
と
か
杭
翫
主
義
と
か
課
し
て
置
く
方
が
よ

、
か
と
思
ふ
0

(

但
し
〉
f
g
-
E
E
Z
を
現
賓
命
と
詳
す
る
人
々
は
、
目
白
5
5
5
を
潟
責
主
義
)

ヵ

e

F

と
か
、
貰
九
五
論
と
か
、
賞
在
論
と
か
諜
L

で
雨
者
を
区
別
せ
ん
と
し
て
焼
る
」

と
云
ふ
の
は

〉
「
門
戸
-
P

一3
2
=出
と

は
一
般
的
に
は
、

現
賓
態
の
一
一
極
或
は
現
一
貫
態
一
般
は
一
の
賓
煙
的
、

静
在
的
存
在
に
於
て
存
立
す
る
の
で
な
く



活
動
に
於
て
、
生
成
に
於
て
、
流
動
に
於
て
、
遇
税
に
於
て
成
立
す
る
も
の
と
見
る
哲
率
的
立
場
、
方
針
或
は
畢

説
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
号
。
そ
う
し
て
生
成
主
義
或
は
流
動
主
義
〉
一
己
主
2
5
5
色
亦
賓
際
に
は

種
々
様
々
な
形
態
に
於
て
後
述
し
て
居
る
の
で
、
少
な
く
も
先
づ
形
而
上
率
的
生
成
主
義
と
心
理
率
的
生
成
主
義

と
が
匝
別
さ
れ
る
が
、

此
定
で
は
小
卜
し
と
し
て
前
者
に
就
て
考
察
す
る
だ
け
に
止
め
る
。

要
す
る
に
形
而
上
準
上
に

於
て
は
、
生
成
主
義
は
一
切
の
現
賢
態
は
何
慮
で
も
亦
何
時
で
も
静
止
し
な
い
生
成
で
あ
る
と
し
て
把
捉
す
る
見

j~平

一
切
の
現
貫
態
は
思
叫
に
は
物
政
は
質
酷
『
と
し
て
現
は
れ
J
L
居
る
が
、
併
し
結
局
は
絶
封
的
に
同
定
し
て
居

る
荷
負
者
に
結
び
附
け
ら
れ
な
い
で
、
犬
れ
自
身
術
立
で
あ
る
此
の
活
動
の
流
出
で
あ
る
と
し
て
把
説
す
る
見
解

'f
沿
い
ゆ
品
川
ー
「
;
〕
/
7
D
l〉
C

-A川
?
J
r
υ
4
J
O
Z

事

-
7
;
l
、

カ
く
日
L
岬
ゅ
は

ry
、l
ノ

ν仏

R~品仇~、

h
M
Y
Yん
ノ
ド

tι

制
川
市

7mh人
d

f

千
了
七
)
私
品
川
叶
吉
郎
街
、

z
j
tふ
y

d

X叩
1

・h
N押
し
コ
コ
ロ
寸
プ
以
暫

L
T
E
q
r行
H1A'i

、

梶山断
7

匝

b
a
u日
r
I
H
I卜
L

土
刷
F
E

黒
r

ト
タ
九

存
在
は
ロ
ハ
生
成
の
一
の
特
殊
な
場
合
、
只
相
針
的
に
安
定
せ
る
生
成
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居

3

0

古
代
哲
間
中
に
あ
り
で
は
、
ロ
2
口
三
日
戸
は
生
成
主
義
的
代
表
的
哲
撃
者
引
あ
り
、
一
辺
肝
一
哲
撃
に
あ
リ
で
は
フ

f
ヒ
テ
、
へ

1
uゲ
ル
、

h
y

ヨ
ヰ
ン

ぇ
ハ
ウ
エ
ル
等
も
止
へ
れ
夫
れ
の
意
味
に
て
生
成
主
義
者
三
あ
る
と
云
ひ
件
、
U

札
、
現
代
音
問
円
十
日
~
於
て
は
ヂ
イ
ル
ダ
イ
、
ベ
ル
ゲ
ソ
ン
、
ウ
ン
ト

其
他
多
数
の
著
名
な
る
哲
筆
者
が
、
夫
れ
た
れ
の
意

味
に
で
生
成
主
義
者
主
解
し
件
、
U
れ
る
的
ポ
あ
る

A

A
b
A
V

、
終
り
に
賓
際
主
義
司
「
白
色

E
C
E
=加
の
一
般
的
概
念
に
就
て
少
し
く
述
べ
て
置
く
が
、
z

官
、
際
主
義
も
生
物
接
的
.

心
理
準
的
、
主
意
主
義
的
、
目
的
論
的
、
活
動
主
義
的
等
の
諸
形
態
に
於
て
後
遣
し
て
居
る
の
で
、

そ
う
し
て
其

等
の
諸
形
態
に
於
て
夫
れ
夫
れ
特
殊
な
意
味
を
も
併
有
し
て
居
る
が
、

一
般
的
に
一
五
へ
ば
、
貫
際
主
義
と
は
要
す

る
に
知
識
及
び
事
問
一
一
般
を
生
活
或
は
生
命
、
行
品
m.
貫
践
と
直
接
に
結
び
附
け
、

一
切
の
思
惟
及
び
認
識
を
何

れ
か
の
目
的
に
向
け
ら
れ
、
即
ち
貫
践
や
行
震
の
目
的
に
叉
思
惟
某
物
の
目
的
に
も
向
け
ら
れ
、
開
心
、
慾
同
君
、

マ
!
ル
ク
ス
内
認
識
論
原
理

11. 



マ
ー
ハ
ク
ス
の
認
識
論
原
理

五

凶

意
志
傾
向
等
に
源
を
殺
す
る
も
の
・
と
し
て
考
察
し
、
生
活
及
び
行
活
に
役
立
ふ
り
、
之
を
助
成
す
る
殺
カ
に
従
ふ
て

一
切
の
岡
山
惟
及
び
認
識
を
評
債
す
る
哲
準
的
立
場
或
は
方
針
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
質
際
主
義
は
常

に
思
惟
、
概
念
、
判
断
、
暇
説
、
理
論
等
の
作
業
債
値
、
理
論
的
質
践
的
効
果
性
を
問
題
と
し
、
思
惟
及
び
認
識

つ
ま
り
拳
問
は
白
己
目
的
で
は
な
〈
、
生
活
或
は
生
命
、
夫
れ
の
維
持
及
び
後
遠
の
危
め
の
手
段
で
あ
る
と
見
る

プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
ス
崎
其
の
減
を
港
〈
古
代
印
度
留
軍
宇
古
代
希
胤
官
町
内
干
に
静
岡
L
、
，
「
ケ
フ
し
ご
中
旨
己
管
事
及
び
近
世
哲
凧
+
を
且

U
で
み
の
る
。
じ
て
、
種
々
仕
る
形
態
千
種
々
な
る
度
今
に
於
て
現
は
れ
て
居
た
が
、
樹
立
な
る
一
の
哲
山
中
的
立
場
或
は
方
針
と
し
て
昨
恨
ん
に
宇
一

医
さ
れ
て
慌
た
の
は
、
呪
世
紀
に
入
り
て
か
ふ
-
勺
め
る
。
殊
に
米
凶
に
於

t
k
に
後
迭
し
、
一
川
町
は
米
関
氏
特
府
内
凶
氏
自
問
中
古
あ
る
と
ま
♂
~
栴
せ

ら
札
て
居
た
。
体
L
種
々
な
る
度
A
口
叉
種
々
な
る
形
態
に
於
て
、
欧
洲
諸
国
の
現
代
官
製
に
於
て
も
焚
達
し
て
泊
る
の
で
、
確
か
に
現
代
哲
撃
に
於

け
る
世
界
的
た
一
立
場
或
は
方
針
と

見
倣
し
得
、
b
れ
る
も
の
で
あ
る
。

却
設
活
動
主
義
、

生
成
主
義
或
は
洗
動
主
義
、

及
び
貫
際
主
義

ω
一
般
的
概
念
は
、

大
悟
上
右
に
辿
ベ
し
が
如

く
に
規
定
さ
る
可
き
も
の
と
恩
は
れ
る
が
.
今
此
等
の
三
主
義
或
は
三
つ
の
哲
率
的
方
針
(
立
場
)
の
同
に
は
、
詳

し
く
吟
味
し
て
行
〈
と
.
論
理
的
に
親
密
な
る
種
々
の
関
係
が
存
立
す
る
と
ど
が
見
出
さ
れ
る
の
み
な
ら
十
、
克

に
哲
曲
学
史
を
通
じ
て
、
又
現
代
哲
皐
に
於
て
も
、
此
等
三
主
義
の
総
て
叉
は
其
の
中
の
何
れ
か
の
二
者
が
、
賓
際

上
同
一
の
哲
皐
者
或
は
哲
準
に
於
て
、
相
互
に
親
密
に
結
合
し
連
結
し
て
現
は
れ
て
居
る
こ
と
が
、
屡
々
後
見
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
在
は
此
の
事
は
哲
皐
史
的
研
究
に
於
て
、
重
要
な
る
一
現
象
と
し
て
控
目
き
る
可
き

も
の
L
」
考
へ
て
居
る
。
併
し
此
慮
で
此
の
問
題
を
詳
し
く
論
述
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
ロ
ハ
主
と
し
て
現
代
哲
準

ι

就
て
若
干
の
寅
例
合
あ
げ
て
二
一
宇
一
義
の
閥
係
の
一
班
を
指
示
す
る
だ
け
に
止
め
る
が
、
在
は
右
の
三
主
義
が
何
れ

か
の
度
合
に
於
て
三
つ
?
と
も
相
結
合
し
相
蓮
結
し
て
現
は
れ
て
居
る
哲
聞
学
者
の
賓
例
と
し
て
、
少
な
く
も
ヲ
ユ

F



Z-
口支出円一回目・

出口「
m-D-fω
円一己一-。
F

〈-一一=ニ間口

三
宮
一
r

(
)
印
[
戸
、
与
一
ュ
等
が
来
げ
得
ら
れ
る
と
忠
ふ
。
又
特
に
活
動

主
義
と
賓
際
主
義
と
の
二
者
が
、
親
密
に
相
結
合
し
て
現
は
れ
て
居
る
哲
聞
学
者
の
例
と
し
て
は
、
。
D
2
r
p
γ
5
3

ロ
一
司
コ
門
}
ゆ

-w』
巾
『

z
z
r
E
等

ω
人
々
が
濯
げ
得
ら
れ
る
と
思
ム
。
そ
う
し
て

?
i
y
ク
ス
は
前
者
の
部
類
に
属
す
る

哲
嵐
千
者
の
一
人
で
あ
る
の
で
、
要
す
る
に
彼
は
前
節
に
於
て
堪
べ
し
如
〈
に
、
従
来
の
一
切
の
唯
物
論
が
直
視
的
、

観
照
的
、
受
働
的
で
み
る
の
ど
非
難
し
、
観
念
論
か
ら
活
動
主
義
、
能
働
主
義
、
賞
践
主
義
の
思
想
念
削
学
び
.
之

れ
に
賀
大
な
る
改
援
を
加
へ
て
、
略
物
論
に
結
び
附
け
、
以
て
寅
践
的
活
動
主
義
的
唯
物
論
争
}
創
話
し
た
の
で
あ

ョ
，
小
、
克
に
伎
が
世
界
の
本
糟
と
見
る
物
質
台
、
活
動
ト
じ
義
の

k
u日
に
従
ふ
て
本
来
連
動
す
る
物
質
で
あ
る
と
見

3
ミ
f

と
に
ト
ナ
q
て
、
生
成
主
義
或
は
流
動
主
義
な
ヤ
パ
リ
概
念
論
か
ら
と
り
入
れ
、
之
れ
ド
章
一
大
な
る
改
的
慨
を
加

へ
て
唯
物
論
的
流
動
主
義
或
は
生
成
主
義
合
主
張
し
た
の
で
、
か
く
て
彼
は
認
識
論
に
於
て
色
、
白
か
ら
宵
際
主

義

4e主
張
す
る
に
重
っ
た
の
で
あ
る
。

な
は
甚
だ
筒
向
車
な
が
ら
以
上
越
ぺ
し
如
〈
に
、
汎
〈
哲
事
史
上
か
ら
考
察
し
て
、
形
而
上
与
に
於
て
活
動
主
義

及
び
流
動
主
義
或
は
生
成
主
義
を
唱
へ
て
居
に
7

1

Y
ク
ス
が
、
認
識
論
に
於
て
賓
際
主
義
ぞ
主
張
し
て
居
た
の

中
、
営
然
で
あ
る
こ
と
を
先
づ
指
示
し
て
怪
い
て
、
是
れ
よ
り
第
二
-
プ

1
ゼ
に
於
け
る
彼
の
認
識
論
の
原
理
の
異

品
唱
を
究
明
し
た
い
と
忠
ふ
。

第
四
節

第
二
子

l
ゼ
の
認
識
論
原
理
の
異
義

7
1
ル
ク
ス
句
認
識
論
原
理

五
五



マ
ー
ル
グ
ス
の
認
識
論
原
理

一F
h

A

、

3

J

J
ノ

今一、

1
Y
ク
ス
が
第
二
-
ア

l
ゼ
に
於
て
遮
べ
て
居
る
彼
の
認
識
論
の
根
本
原
理
と
一
ぶ
ふ
は
左
の
如
き
も
の
で
め

。
る

「
封
象
的
真
理
は
人
間
的
思
惟
に
到
達
す
る
や
否
や
と
一
式
ふ
問
題
は
.
理
論
の
問
題
で
は
な
く
し
て
一
の
賓
践

的
問
題
で
め
る
。
賢
践
に
於
て
人
聞
は
異
理
，
却
も
彼
の
思
惟
の
現
貫
性
及
び
力
、
此
岸
牲
を
謹
明
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
買
睦
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
居
る
思
惟
の
現
貫
性
又
は
非
現
質
性
に
闘
す
る
論
争
は
、

乃
-
屯
ス
ゴ
ブ
苛

〈

j
4

一

旧
日
的
問
問
一
じ
め

'
Q
K
E
E
M』

M
h
ロ
ぬ
れ
ゲ

(
5
E
M
V
P
2
4
F
F
F
5
〉
σ門
叩

H
E
A
F
E
V
ω
-
J
‘
 

'
J
L
 

S

丸
、
'
"

五
日
々
は
右
の
言
辿
に
よ
り
て
マ

1
Y
ク
ス
の
認
識
論
は
、
先
づ
賓
際
主
義
的

H
E
m
E
R
Z
n
u
な
も
の
で
あ
る
こ

と
、
又
其
事
は
前
説
ド
於
て
述
べ
し
慮
の
、
活
動
主
義
及
び
流
動
主
義
或
は
生
成
主
義
と
賓
際
主
義
と
の
聞
係
か

ら
考
へ
て
、
常
然
で
あ
る
こ
と
が
畳
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し

7
1
Y
ク
ス
は
活
動
主
義
も
亦
流
動
主
義
或
は
生

成
主
義
も
.
共
に
概
念
論
か
ら
皐
び
な
が
ら
、
之
を
唯
物
論
的
な
も
の
に
改
造
し
に
の
で
あ

v

る
か
ら
、
彼
の
賓
際

主
義
も
亦
ヤ
A

リ
唯
物
論
的
に
改
造
き
れ
た
も
の
、
印
ち
唯
物
論
的
責
際
主
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
唯

物
論
的
責
際
主
義
と
し
て
の
彼
の
認
識
論
原
理
の
異
義
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

A
寸
前
節
に
於
て
述
べ
し
慮
に
よ
り
て
事
ば
れ
る
如
〈
、
活
動
主
義
は
哲
事
史
上
本
来
概
念
論
に
於
け
る
一
の
方

針
或
は
立
場
と
し
て
、
又
は
少
な
く
も
観
念
論
を
全
然
排
斥
し
て
純
梓
な
る
唯
物
論
全
主
張
す
る
の
で
は
な
い
虞

の
哲
皐
に
於
げ
る
一
の
方
針
或
は
立
場
と
し
て
後
遺
し
、
且
つ
現
代
哲
皐
に
於
て
も
本
来
同
様
な
一
の
方
針
或
は

立
場
・
と
し
て
驚
達
し
て
居
る
も
の
で
J

の
る
。
き
れ
ば
之
れ
と
連
結
し
て
、
或
は
之
れ
の
一
踊
結
と
し
て
認
識
論
上



後
達
し
て
居
る
賓
際
主
義
は
、
認
識
論
上
の
一
方
針
と
し
て
、
本
来
認
識
主
観
の
、
或
は
認
識
主
韓
と
し
て
の
人

聞
の
能
働
性
‘
活
動
性
を
前
定
し
て
居
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
形
耐
上
皐
上
の
活
動
主
義
が
‘

精
神
に
於
げ
る
活
動
契
機
、
能
働
的
な
る
も
の
を
強
調
す
る
形
而
上
事
上
の
一
方
針
で
あ
る
に
相
臆
し
て
、
之
れ

と
結
び
附
い
て
居
る
認
識
論
上
の
貫
際
主
義
色
亦
認
識
主
観
と
し
て
の
精
神
の
能
働
性
、
活
動
性
を
前
定
し
て
居

る
ち
の
で
あ
る
可
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
マ

I
Y
ク
ス
の
賞
践
的
唯
物
論
は
、
唯
物
論
で
あ
る
以
上
、
一
五
ふ
ま
で
も

な
く
人
間
を
本
来
精
神
的
存
在
と
は
認
め
や
、
随
ふ
て
恨
本
的
に
ば
精
神
の
能
働
性
、
活
動
性
を
認
め
や
、
ぞ
う

し
て
人
聞
を
本
来
戚
性
的
存
在
と
認
め
る
'
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
活
動
主
義
、
賞
陵
主
義
で
あ
る
以
上
、
戚
性
的

有
在
と
し
て
の
人
聞
の
沼
動
性
、
能
働
性
、
人
間
の
戚
性
の
能
働
性
、
活
動
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
か
ち
、

之
れ
に
結
ぴ
附
け
て
認
識
論
上
彼
が
主
張
す
る
賞
際
主
義
も
亦
之
れ
に
相
脂
し
て
、
認
識
の
作
用
に
於
け
る
主
睦

と
し
て
の
戚
性
的
人
間
の
能
働
性
、
活
動
性
、

つ
ま
り
人
間
の
域
性
の
能
働
性
、
活
動
性
を
前
定
す
る
も
の
、
或

は
肯
定
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
可
き
で

J

の
る
。
そ
う
し
て
賀
際
上
認
識
の
作
用
に
於
け
る
戚
性
的
人
問
、
或
は
戚

性
の
能
働
性
、
活
動
性
を
肯
定
す
る
の
が
、
即
ち
マ

l
y
ク
ス
の
認
識
論
の
根
本
的
思
想
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で

マ
l
y
ク
ス
が
彼
の
貫
践
的
唯
物
論
の
最
枝
本
原
理
と
し
て
立
て
で
居

あ
る
。
備
は
深
〈
推
し
究
め
て
行
け
ば
、

る
思
想
、
卸
ち
域
性
的
人
聞
は
本
来
能
働
的
、
活
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
思
想
は
、
認
識
作
用
に
於
け
る

戚
性
的
人
聞
の
能
働
性
、
活
動
性
の
思
相
引
を
、
本
質
的
に
合
戒
し
て
居
る
色
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
左
思

は
れ
る
。
是
れ
7
1
Y
ク
ス
の
云
ふ
戚
性
的
人
聞
の
能
働
性
、
活
動
性
な
る
も
の
は
、
決
し
て
雌
性
的
人
間
は
只

マ

1
1
H
ク
之
の
認
識
論
原
則
吋

~rr: 

ヒ



7

1

1

v

ク
ス
の
認
識
論
原
理

:九
ノ、

外
界
の
刺
激
に
封
し
て
無
意
識
的
、
盲
目
的
に
反
動
す
る
こ
'
と
や
、
衝
動
的
に
又
は
域
情
的
に
反
動
す
る
こ
?
と
を

意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
成
性
的
人
同
の
能
働
的
な
認
識
作
用
に
基
い
で
反
動
す
る
こ
と
、
邸
主
令
理
的

に
活
動
す
る
こ
と
を
も
、
意
味
し
て
屑
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
忍
。
か

t
て
f
1
Y
グ
ス
の
認
識
論
に
於
て
は

彼
の
解
す
る
が
如
き
意
味
で
の
戚
畳
は
、
間
十
に
外
界
の
事
物
の
其
の
俸
の
摸
潟
、
反
映
、
映
像
伝
意
味
す
る
で
け

の
、
純
手
~
働
的
な
志
の
で
は
な
く
、
少
な
く
も
何
れ
か
勺
度
合
に
於
イ
し
能
働
位
、
活
動
性
を
具
有
す
る
も
の
と
柳
川

什

-
A
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
か

t
解
」
る
乃
u
y
w

叉
伎
一
川
一
民
意
で
み
っ
た
こ
問
山
、
は
れ
る
一
川
い
で
あ
る
。

然
る
に
今
第
二
-
ア

l
ゼ
に
於
て
述
べ
ら
れ
て
居
る

?
l
y
ク
ス
の
認
識
論
の
原
理
の
異
義
を
、
右
に
述
べ
し
が

如
く
に
解
蒋
し
、
彼
は
認
識
の
作
用
に
於
け
る
認
識
主
韓
し
し
し
て
の
成
性
的
人
聞
の
能
働
性
、
活
動
性
そ
肯
定
し

居
た
と
認
め
、
か
く
て
彼
は
成
畳
全
車
な
る
号
働
作
用
と
は
考
へ
や
、
一
定
の
能
働
性
を
具
有
す
る
も
の
と
解
て
し

て
居
た
と
認
め
る
と
、
第
一
節
中
に
述
べ
し
如
く
に
エ
ン
グ
Y

ス
が
寸
Y
ト
グ
イ
ヒ
・
ブ
オ
イ
エ

Y
バ
ソ

A
E
古
典
的

濁
逸
哲
串
の
終
末
己
即
ち

?

1

Y
ク
ス
主
義
哲
皐
の
入
門
書
ー
と
色
亦
、
夫
れ
の
一
一
砲
の
麗
典
と
色
見
倣
さ
れ
て
居

る
著
書
に
於
て
論
遁
し
て
居
る
認
識
論
の
根
本
思
想
、
又
之
れ
に
従
ふ
て
レ

1
ニ
ン
が
彼
の
哲
曲
学
上
の
最
大
の
著

書
、
「
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
」
に
於
て
諸
家
の
説
を
排
撃
し
罵
倒
し
つ
う
論
述
し
て
居
る
認
識
論
の
根
本
思
想
は
、

?

1
ル
ク
ス
自
身
の
認
識
論
の
根
本
思
想
と
は
合
致
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
〈
る
。
つ
ま
り
且
ン
グ

y
ー
も

v
l

ニ
ン
色
マ

l
y
ク
ス
の
認
識
論
の
根
本
思
想
を
正
営
に
了
解
せ
で
、
随
ふ
て
彼
等
の
、
殊
に

v
l
ユ
シ
の
政
治
的
活

動
主
義
の
校
本
精
神
と
認
識
論
の
根
本
思
想
と
は
相
調
和
せ
守
、
矛
盾
し
て
居
る
こ
と
に
な
る
の
で
め
る
。
此
事



に
目
減
て
は
在
は
此
虚
に
先
づ
米
凶

ユ

1
・ョ

l
ク
大
準
哲
皐
助
放
授

羽
〉
ベ
一
=
の
て

{-dor 
炉
、
・
本
午
森
公
に
せ
る
著

宝
日

H
Fミ
と
己
目
己
戸
内

d
E巾
2
2
-
H
L
E
n
c『

H
h
h
z
ー一

P
2
2
中
に
論
述
し
て
居
る
こ
と
を
遁
べ
て
置
く
。

伺
し
フ

l
ク

ば
今
日
米
凶
に
於
げ
る

7
l
y
グ
ス
主
義
聞
学
者
の
一
入
、

殊
に
マ

1
Y
ク
ス
主
義
唯
物
論
哲
閉
山
干
の
精
究
者
と
し
て

知
ら
れ
、
之
れ
に
閲
す
る
若
干
の
論
文
を
同
凶
の
有
力
な
る
哲
皐
雑
誌
上
に
色
公
に
し
、
又

吋
宮
内
開
=
円
山
、
口
]
G
-
u
h
H角
川
(
}
戸
田

( 

『

門

戸

内

切
。
門
戸
山

∞2
巾
=
門
市
立

ぞ...<， 
》

-つ

(
最
幸
四
日
刊

2
官
)
中
の
「
唯
物
論
」
も
彼
の
筆
に
な
れ
る
ち
の
で
あ
る
。

そ
う
し

て
ア

l
ク
岐
川
書
に
於
て
、

t
コず

l
v
ケ

』
J

J

・

-

/

ぇ
，
戸
「
ア
オ

f
z

f
 

V

守
、
ソ
、
-
-
日
間
』
i
}

、
J
f
f
i
r
-
/

一

ノ

ノ

'
'
u
口
開
‘
-
〆

F

J

J

i

:

L

及
(戸

「
濁
泌
イ
デ

t
ロ
ギ

1
一

4-人、
h
r
L
市川
v
d
J
t

pMBue'
ぜ

J

ス

【

L
E
'
H
3

〉
刃
t
d晴
九
川

l
n

、

E

「
ぺ
え
引
同
J
r
汀
一

d

k

て!:

:ノ
クー
は/

;~ 

;'J~ 

寸
戸
ド
一
ソ
イ
ピ
。
ゾ
刈
イ
ル
一

/
伊
ソ
、

-rh川出、九け
J

圃

n
M
V

パ
ノ

j
j
F
l
d
/
'空
白
引

逸
哲
皐
の
絡
ぃ
本
」

に
於
て
遁
ぺ
て
居
る
認
識
論
と
の
差
具
に
枕
て
、

左
の
如
く
逃
ぺ
て
居
る
。

「
ブ
ポ
イ
エ
ル
パ
ソ
ハ
に
関
ナ
る
ナ
l
ぜ
ン
!
一
及
び
「
猫
也
イ
デ
す
ロ
ギ

l

一
等
の
者
作
に
於
で
は
、

7

1
ル
ク
ス
は
彼
の
へ

T

夕
立
川
健
統
を
忠

貨
に
守
り
て
、
人
間
の
感
覚
北
び
岡
山
怨
昔
、
動
物
的
有
機
憶
に
於
げ
る
閏
境
の
衝
撃
の
受
働
的
自
働
的
結
岡
市
と
見
る
一
切
白
器
械
主
義
的
唯
物
論

に
粉
砕
的
宣
告
を
下
し
て
一
泊
た
。
彼
は
一
切
の
以
前
市
唯
物
論
市
川
つ
主
要
な
る
怯
魁
は
、
意
識
的
活
動
一
般
及
び
待
に
文
化
的
選
探
作
用
の
判
明
に
賀

・
す
る
え
れ
の
無
能
力
で
あ
ツ
た
1
4
主
必
し
た
。
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ソ
ハ
宏
文
の
政
治
思
?
の
政
治
的
受
働
主
義
は
、
感
覚
は
客
観
的
世
界
内
直
接
形
像
、

知
識
を
産
む
炭
素
複
潟
的
報
告
で
あ
る
と
え
ふ
彼
の
信
仰
に
、
其
の
一
根
誌
を
有
ず
る
の
で
あ
ワ
た
。
ず

1
ル
ク
ス
に
あ
っ
で
は
、
械
受
は
寅
践

的
感
性
的
活
動
の
諸
形
式
で
あ
7

た
。
感
覚
ほ
知
識
で
は
た
い
が
、
併
し
活
動
に
於
て
え
れ
向
身
で
完
成
す
る
知
識
へ
の
刺
激
で
あ
ワ
方
。
感
覚

は
夫
れ
以
外
白
何
物
で
も
あ
り
得
な
か
ワ
た
。
然
、
b
ざ
札
ば
枇
曾
的
相
互
作
用
、
夫
札
花
〈
ぱ
肝
一
界
は
国
型
形
さ
れ
得
な
い
虎
の
社
合
同
的
相
互
作
用

は
不
可
能
と
な
る
。
若
し
人
周
が
人
間
を
制
約
す
ゐ
閤
境
の
上
に
反
動
し
、
之
を
国
型
化
、
F
る
と
と
が
山
来
な
い
た
ら
ば
、
杭
舎
内
革
命
は
最
早
人

間
的
、
活
動
白
一
形
式
と
し
て
認
め
、
b
れ
る
こ
と
が
山
根
ず
、
今
理
的
力
皐
或
は
エ
れ
や

F
1
壌
の
或
匂
回
剛
式
に
於
げ
る
偶
然
事
に
蹄
せ
、
h
一
札
る
。

併
し
一
切
の
社
合
的
活
動
及
び
漫
化
は
人
間
四
心
中
に
あ
る
観
念
に
よ
り
で
は
介
さ
引
い
て
泊
る
。
さ
札
ば
観
念
は
受
働
的
心
像
で
は
あ
り
得
な
い

観
念
ほ
詑
働
的
活
動
的
道
具
で
あ
ら
ね
ば
な
、

bqJ
エ
シ
ザ
ー
へ
は
徒
の
「
ル
ト
肘
イ
ヒ
・
フ
オ
イ
L

ル
パ
ソ
ハ
と
古
典
的
街
漁
村
撃
の
一
終
末
」
に

7

1
レ
ケ
ス
の
忍
識
論
寮
理

:fL 



7

1
ル
ク
ス

m
認
識
論
原
理

o 

於
て
、
地
問
詮
法
的
唯
物
論
の
唯
物
論
的
基
礎
を
保
護
せ
ん
と
企
に
て
る
に
常
ツ
て
、
，

I

孔
ク
ス
の
認
識
論
に
於
け
る
此
の
貰
践
的
要
素
の
地

位
及
び
重
要
性
を
十
分
に
強
調
し
て
居
た
い
。
彼
は
フ
オ
イ
五
ル
ハ
ヴ
ハ
の
粗
雑
な
公
式
を
受
け
容
れ
た
。
そ
う
し
て
其
の
公
式
に
従
へ
ば
感

提
は
外
界
内
一
捷
お
及
ひ
映
像
で
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
若
L
感
覚
は
口
ハ
反
映
に
過
ぃ
予
た
い

4
町
一
?
あ
る
た
、
U
ば
、
観
念
が
事
物
を
趨
形
L
或
は
芋

命
す
る
を
助
け
る
と
一
百
J

こ
と
が
、
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
は
到
底
説
明
き
れ
得
な
い
。
且
ン
ザ
ル
ス
は
、
か
ふ
る
説
明
を
敢
て
企
だ
て
ず

に
フ
オ
イ
品
ル
ハ
ヅ
ハ
の
粗
雑
な
公
式
を
其
の
憶
に
受
け
容
札
て

mm
た
の
で
あ
る
。

L

ン
ザ

:Aは
感
斑
や
一
知
識
へ
の
賀
質
的
手
が
か
り
と
は
見

ず
L
で
、
知
識
を
感
覚
と
同
一
化
し
、
そ
う
し
て
真
理
を
叱
等
内
感
覚
と
外
界
と
門
間
的
令
孜
と
し
て
定
義
し
て
治

ω
。
併
し
か
h

る
仮
設
に
於

て
は
、
人
間
は
加
何
に
し
て
彼
等
の
感
覚
円
鐙
術
的
闘
を
枕
却
し
得
乙
ト
、
如
何
に

L
I也
被
竹
す
の
は
一
党
一
応
外
界
と
桁
臆
す
る
か
を
決
定
し
得
る
か
、

・官
h

際
に
於
て
刈
川
に
し
て
外
界
L

二
百
ふ
品
川
な
}
む
の
が
存
在
一
ナ
心
-
-
-
ら
ど
州
り
待
』
む
か
は
、
一
の
川
部
止
た
ζ

の
て
あ
と
。

な
る
ほ
ど
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
賓
験
及
び
貰
践
に
訴
へ
る
こ
と
に
よ
り
て
此
の
紳
秘
を
解
消
し
よ
う
と
企
だ
て
た
。
併
し
抑
土
貰
験
な
る
も
の
は
、

彼
が
理
解
し
て
居
た
知
〈
、
再
び
直
接
知
識
の
場
令
で
あ
る
と
認
め
ら
る
可
骨
感
受
に
院
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
「
貫
験
か
ら
の
議
論
し
を
用

ひ
て
攻
撃
し
た
と

A

1

ふ
の
近
代
的
随
従
者
よ
り
も
J
呉
哩
及
び
存
右
の
非
感
覚
論
的
畑
町
、
準
に
、
一
歩
も
よ
り
多
〈
近
づ
い
て
活
た
か
ワ
た
。

7

1

ル
ク
ス
に
あ
り
で
は
寅
験
及
び
賀
践
に
訴
へ
る
と
と
は
正
首
で
あ
っ
た
c

札
芯
れ
彼
は
へ

l
ザ
ル
の
一
精
紳
の
現
象
阿
イ
」
の
級
密
な
一
研
究
者
と
し
て

既
K
知
識
的
直
接
性
の
信
仰
を
放
棄
し
て
舟
た
か
ら
で
あ
る
U

7

1

ル
ク

Z

は
形
而
よ
早
的
唯
物
一
諭
に
反
封
す
る
も
の
と
し
で
、
街
逸
古
典
哲
事

の
主
要
な
る
貢
献
は
、
夫
れ
が
心
の
能
働
或
は
が
動
を
強
調
す
る
黙
に
あ
る
と
考
へ
、
そ
ろ

L
で
夫
れ
円
概
念
論
的
州
解
を
矯
百
し
た
の
で
あ
る

ン
の
政
治
的
活
動
主
義
と
彼
の
認
識
論
と

ω
不
調
和
に
就
て
、
左
の
如
〈
論
じ
て
居

女
に

Y
1
ク
は
、

v 

る
。

甚
だ
奇
妙
に
も
レ

l

=

ン
は
、
彼
の
政
治
的
活
動
主
義
及
び
夫
れ
の
根
抵
に
存
寸
る
庭
の
、
一
何
が
匁
さ
る
可
寺
か
」
に
於
て
論
述
さ
れ
て
目
的
る
、

相
互
作
用
の
動
的
哲
撃
と
、
彼
白
「
唯
物
論
と
経
験
批
剣
論
」
に
於
て
き
ほ
と
熱
心
に
彼
に
よ
り
で
排
諾
さ
れ
で
一
川
る
知
識
の
器
械
的
封
臆
説
と
は
、

到
底
調
和
さ
れ
難
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
居
る
。
此
の
認
識
論
に
於
亡
は
、
侭
は
「
感
覚
は
事
物
内
被
潟
、
目
的
由
民
、
模
像
及
び
鏡
面
反

映
で
あ
る
よ
そ
う
し
て
心
は
認
識
作
用
に
於
て
能
働
的
で
な
い
と
云
ふ
彼
町
三
日
辿
に
於
て
、
一
一
一
H

葉
通
り
に
L

ン
ゲ
ル
ス
に
迫
臨
し
で
居
る
c
彼
は

若
し
何
人
で
も
、
仰
心
は
一
脚
経
系
統
及
び
過
去
の
田
町
良
町
一
組
て
に
よ
り
て
制
約
さ

ι
て
、
一
応
能
働
的
回
蒸
L
-
L
て
詔
識
の
作
用
中
に
入
り
込
む

と
考
へ
も
な
ら
ば
、
え
れ
よ
り
し
で
常
然
仰
心
は
え
れ
内
身
内
脳
髄
を
主
含
め
て
、
存
中
仕
の
一
切
を
創
謹
す
る
と
信
じ
な
け
れ
ば
た
、
b
た
〈
た
る

と
信
じ
て
居
る
様
で
あ
る
。
若
し
そ
う
で
あ
る
た
、
b
ば
夫
れ
は
紛
れ
も
な
い
翻
念
論
で
あ
り
、
ぞ
う
し
て
概
念
論
は
宗
教
及
び
紳
を
意
味
十
る
も



の
で
あ
る
。
併
L
命
題
刊
か
、
b
川
へ
進
み
行
く
こ
と
は
、
相
川
俊

L
得
り
れ
る
だ
け
最
と
も
明
白
な
る
f
p
合
理
的
推
論
で
あ
る
。
レ

1

ユ
ン
ば
枇
舎

内
本
命
の
理
論
及
び
寅
践
L

一
し
て
の
彼
の
で
凡
ケ
弐
宇
義
内
慨
む
咋
傍
め
に
、
勿
論
的
事
L

一
し
て
、
知
識
は
一
の
能
働
的
事
柄
で
あ
る
こ
と
、

吻
賓
と
文
化
と
心
と
の
楠
互
作
用
が
一
行
は
札
る
一
司
週
刊
住
『
あ
る
こ
と
、
予
?
し
で
感
覚
ほ
知
識
で
は
な
い
が
、
併
し
知
識
が
依
て
以
て
働
〈
材

料
内
部
分
で
あ
る
こ
と
を
、
ヲ
取
認
t
f

一
ね
ば
な
ら
な
い
。
是
U

ば
マ

1
1
ク
ス
が
フ
す
イ
」
ん
バ
ソ
ハ
に
関
す
る
彼
の
テ
ー
ゼ
ン
に
於
て
、
叉
彼
の

『
阿
国
逸
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
L
に
於
て
と
れ
る
す
一
場
で
あ
る
。
何
人
で
も
若
L
感
受
は
外
界
の
其
叩
慌
の
複
潟
で
あ
り
、
叉
成
山
一
覧
は
え
れ
自
身
で
知
識
を

市
ハ
ヘ
る
と
倍
ん
ず
る
な
、
U

ば
、
其
内
人
は
宿
命
'
主
義
及
刊
日
鋒
械
主
義
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
U

。

人
1

以

t
引
用
せ
る
ア
|
グ
の
論
遭
い
よ
り
て
、
エ
ン
グ
w
y

ス
が
少
な
く
も
晩
年
に
去
る
ま
で
、

7

1

Y
ク
λ

主

義
哲
魁
干
の
一
最
と
も
重
要
な
る
彼
の
著
作
に
於
て
主
張
し
て
屑
仁
認
識
論

叉

V
1
ニ
ン
が
依
の
哲
率
上
の
最
大
若

作
「
唯
物
論
と
経
験
批
判
諭
」
に
川
氏
て
、

印
ち
認
識
に
於
て
は
ば

t

ン
ゲ
ノ
市
川
え
に
従
ム
で
唱
道
し
て
田
川
た
認
識
論
、

全
土
品

r
i山
辺
動
向

d

よ
t
l
H
r
J
3
1
f
I
一
円
?
の
コ
『
(
、

，f
t
i
J

一

t
J
i
t
-
-
)一

-
i
t
i
』

正

h
L
1
1
7
7ト
I
F円
y
r
p

一3

F
十
七
)
亡
市

4
4
J
L
れ
九
'
)
〉
)
勺
う
、

j
J

u
fじ
ん
ゾ
ザ
J
L
J
3
4
中
1

4
ン心

K
l
B陀
V
L
F
-
1
0
u
d
〆
1

ど
あ

z
d
β
h
u
抽
出
九
冊

φ
i
a

、

三一一記一三一

Paz-"l

マ

l
y
ク
ス
い
か
断
然
排
斥
什
一
る
醤
碇
観
的
観
照
的
受
働
的
認
識
論
の
遺
物
で
あ
っ
て
、

マ

l
y
ク

ス
自
身
の
認
識
論
の
奥
義
と
一
致
し
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
か
に
皐
ば
れ
る
と
思
は
れ
名
。

長
3
ニ
ト
ず
l
v
hノ
ミ
戸
、

4
6

，
i
A
F

ノ
ノ
ノ
一
/
戸

ブ
ォ
ィ
エ

y
j
ツ
』
に
開
寸
る
一
プ

1
ザ
ン
中
に
論
議
し
て
腐
る
彼
の
認
識
論
の
原

理

ω異
義
ぽ
、

上
に
溢
ベ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
印
ち
認
識
の
主
瞳
『
と
し
て
の
戚
性
的
人
聞
は
本
来

会
〈
受
働
的
な
も
の
で
な
く
、
何
れ
か
の
意
味
に
て
本
来
能
働
的
な
も
の
に
し
て
、
そ
う
し
て
彼
は
戚
質
実
物
金

も
プ

1
グ
の
解
す
る
が
如
き
も
の
と
解
し
て
居
た
の
で
あ
る
と
す
る
と

吾
人
の
哲
準
的
思
索
は
其
の
酷
で
満
足

し
て
完
全
に
安
息
し
、
放
て
夫
れ
以

t
に
進
ん
で
推
究
し
よ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ら
う
か
つ

只
今
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
、
殊
に
現
階
段
の
勢
働
者
の
革
命
運
動
の
陛
界
観
と
し
て
の
み
、
利
率
の
異
義
を
認

7

1

Y
グ
ス
の
如
〈

マ
!
斗
ク
ス
内
沼
議
論
原
理

~ 

P、

。;!

4 
fJ 

そうして私はマールクス包認識論原理白民義i.t、:k穂上フークが解ナるが
長日寺ものと認めるのが、比較的に最』も穏常であらうと考へる。併し右の
フークの解穣は彼の創見ではな〈、1J'f太平 Bojog;na 大主要の教殴l'urlolf(J 
Mondolfo が191且年に公にせる著書 rl material出回o Sl.oT1CO 1t~ .Fcdcrico 

Engels の中に、慨に詳し〈論越して五.~;るものに多少の修正を加へたに湿年'
ないものであるので、なは此慮に先づ J¥1:ondυ1ft) の説を湛〈た後に、フーゲ

(1) 



?
ー
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

J_  
p、

め
る
に
止
ま
ら
ん
と
す
る
以
上
は
、
人
聞
の
認
識
論
的
活
動
性
、
能
働
性
の
究
明
宏
も
其
の
鮎
で
止
め
一
て
よ
い
か

も
知
れ
な
い
。
併
し
世
界
観
と
し
て
の
哲
撃
は
、
只
人
間
の
一
部
分
、
す
ト
ヒ
比
較
的
に
よ
り
大
な
る
部
分
で
あ
る
に
せ
よ
)

に
封
し
て
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
閉
会
躍
に
劃
す
る
問
題
で
め
る
と
考
へ
る
に
於
て
は
、
五
日
々
は
到
底

人
間
の
認
識
論
的
能
働
性
の
究
明
を
も
?
l
y
ク
ス
の
止
め
た
黙
で
止
め
る
こ
と
が
出
来
宇
、
克
に
夫
れ
以
上
に

推
し
進
め
て
行

hry
る
?
得
な
い
Lι

思
ば
れ
る
u
q
7
7
し
て
夫
れ
以
上
に
推
し
誕
め
て
行
〈
と
、
現
質
な
る
人
間

は
認
識
論
的
考
察
に
於
で
も
、
本
来
只
欧
性
的
存
在
で
あ
る
に
止
ま
る
と
見
る
の
は
偏
見
で
あ
っ
て
、
叫
ん
の
戚
性

的
存
在
の
奥
底
に
、
或
は
君
、
mw
戚
性
的
存
在
と
相
件
ふ
て
、
人
間
の
精
紳
的
存
在
を
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
は
れ
る
。
倫
ほ
夫
れ
よ
り
遡
っ
て
マ

1
Y
グ
ス
が
行
動
の
主
躍
と
見
る
戚
性
的
人
間
に
於
て
も
、
ヤ

A

Y

共
の
戚
性
的
存
在
の
奥
底
に
、
或
は
夫
れ
と
相
件
ふ
て
人
聞
の
精
神
的
存
在
ぞ
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ

名
。
要
す
る
に
在
は

7
1
Y
グ
ス
が
一
般
に
観
念
論
に
於
て
後
ぼ
比
さ
れ
た
人
間
の
能
働
性
、
活
動
性
、
質
践
性
の

思
想
念
、
根
本
的
に
は
人
聞
を
行
動
に
於
て
も
認
識
に
於
て
も
、
会
く
受
働
的
な
も
の
と
考
へ
て
居
た
唯
物
論
と

結
び
附
け
て
、
貫
践
的
唯
物
論
と
一
五
ふ
新
し
き
哲
準
的
方
針
を
立
て
よ
う
ん
]
し
た
こ
と
は
、
彼
の
官
面
の
目
的
た

る
プ
ロ
レ
タ

y
ア
ト
革
命
の
理
論
及
び
賓
践
と
一
五
ふ
こ
と
を
離
れ
て
、
純
粋
に
官
事
史
上
か
ら
考
察
す
る
色
、
甚

だ
興
味
め
る
又
斬
新
な
哲
朗
宇
的
企
だ
て
で
あ
る
と
思
ふ
。
併
し
夫
れ
は
タ
ト
ヒ
現
代
人
の
一
部
分
の
哲
率
的
欲
求

を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
.
少
な
く
も
吾
々
の
要
求
す
る
だ
け
哲
準
的
思
索
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
で

な
く
、
随
ふ
て
吾
々
の
哲
準
的
欲
求
を
十
分
に
満
足
$
せ
る
も
の
で
な
い
の
で
あ
る
。
(
純
一
山
い
制
山
首
M
J災
い
し
い
引

本
論
文
を
書
き
始
め
た
D

で
あ
る
が
、
岐
に
規
定
白
頁
毅
を
超
過
し
て
仕
舞
ふ
た
か
ら
、
己
を
得
ず
他
目
白
機
舎
に
譲
り
、
此
庭
で
欄
筆
す
る
。

A
同

ほ
私
は
此
白
第
四
節
に
於
て
論
漣
し
た
こ
と
を
、
も
づ
と
詳
し
〈
、
且
つ
も
う
と
組
織
的
に
論
越
せ
る
一
論
文
を
、
他
日
公
に
し
た
い
と
思
ふ
で
居

る
。
昭
和
八
年
〆

十
一
月
二
十
目
、

の解棒を主Jj:ーくたいうもりであったが、自主白がた」矯め Mondolflυ の説の叙
述は全〈昔、いたのである。


